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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　露光量を制御するための絞り制御手段と、該絞り制御手段の絞り量を手動で変更するた
めの手動絞り操作手段と、自動絞り制御中に前記絞り量を手動絞り操作できるようにする
ための絞り固定スイッチとを有する撮影装置において、
　前記手動絞り操作手段の操作量を検出する検出手段と、
　撮影画像の露光情報を監視する監視手段と、
　前記自動絞り制御中に前記絞り固定スイッチの操作がなされた又は前記検出手段により
前記絞り操作手段が所定操作量以上の操作がなされたことが検出された場合に、前記自動
絞り制御を終了して前記絞り量に対する前記手動絞り操作を可能とし、前記自動絞り制御
から前記手動絞り操作に移行後に前記絞り固定スイッチが操作されたことが検出された又
は所定の期間内に前記監視手段により露光量変化が検出されず且つ手動絞り操作がされて
いないと判断された場合に、前記自動絞り制御を再開する制御手段と、を備えることを特
徴とする撮影装置。
【請求項２】
　撮影装置本体に対し交換可能なレンズユニットを有し、該レンズユニットは露光量を制
御するための絞り制御手段と、該絞り制御手段の絞り量を手動で変更するための手動絞り
操作手段とを有し、自動絞り制御中に前記絞り量を手動絞り操作できるようにするための
絞り固定スイッチを前記撮影装置本体に備えた交換レンズ式撮影装置において、
　前記手動絞り操作手段の操作量を検出する検出手段と、
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　撮影画像の露光情報を監視する監視手段と、
　前記自動絞り制御中に前記絞り固定スイッチの操作がなされた又は前記検出手段により
前記絞り操作手段が所定操作量以上の操作がなされたことが検出された場合に、前記自動
絞り制御を終了して前記絞り量に対する手動絞り操作を可能とし、前記自動絞り制御から
前記手動絞り操作に移行後に前記絞り固定スイッチが操作されたことが検出された又は所
定の期間内に前記監視手段により露光量変化が検出されず且つ手動絞り操作がされていな
いと判断された場合に、前記自動絞り制御を再開する制御手段と、を備えることを特徴と
する交換レンズ式撮影装置。
【請求項３】
　自動絞り制御中に絞り量を手動絞り操作できるようにするための絞り固定スイッチを備
える撮影装置本体に対し装着可能な交換レンズユニットにおいて、
　該レンズユニットは露光量を制御するための絞り制御手段と、
　該絞り制御手段の絞り量を手動で変更するための手動絞り操作手段と、
　前記手動絞り操作手段の操作量を検出する検出手段と、
　前記撮影装置本体からの絞り制御に関する情報を受信することにより、現在の絞り制御
状態を判別する判別手段と、
　前記判別手段により自動絞り制御状態であると判別され且つ前記検出手段により前記絞
り操作手段が所定操作量以上の操作がなされたことが検出された場合に、絞り固定要求を
前記撮影装置本体に送信するとともに、前記自動絞り制御を終了して前記絞り量に対する
手動絞り操作を可能とする制御手段と、を備えることを特徴とする交換レンズユニット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、絞り制御の手動絞り操作を実施できる撮影装置及び交換レンズ式撮影装置に
関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　撮影装置における絞り制御やフォーカス制御は自動化され、初心者でも容易に撮影装置
を利用できるようになっている。しかし一般には、撮影者が任意の条件で撮影できるよう
に、手動絞り操作に切換え可能となっていることが一般的である。絞り制御での自動／手
動の切換えは、撮影モードの変更や絞り固定スイッチを用いて行うことができる。
【０００３】
　本発明における撮影モードとは、全ての機能を自動制御する自動モード、絞り以外の機
能を自動制御するＡＶモード、全ての機能を手動で操作できる手動モード等を含んでいる
。また、絞り固定スイッチとは自動絞り制御中にスイッチを操作することにより、絞り値
を強制的にロックする機能である。
【０００４】
　例えば特許文献１では、絞りを手動で操作する際に、フォーカス操作系と絞り操作系と
を兼用し、使い勝手を良くする方法が開示されている。
【０００５】
【特許文献１】特開平６－２５８６８２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　自動絞り制御中に手動絞り操作を行う場合には、撮影モードを変更したり、絞り固定ス
イッチを押したりして、手動絞り操作への切換後に、絞り操作リングや操作ダイアルを操
作して絞り値を変更する必要がある。
【０００７】
　そのため、撮影モードを変更する場合には、撮影を一時中断しなければならない。また
、絞り固定スイッチを用いて手動に切換える際でも、スイッチ操作による映像揺れが発生
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してしまう等の問題がある。
【０００８】
　本発明の目的は、上述の問題点を解消し、自動絞り制御から手動絞り操作への移行を絞
り操作手段を操作することにより簡便に行えるようになる撮影装置及び交換レンズ式撮影
装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するための本発明に係る撮影装置の技術的特徴は、露光量を制御するた
めの絞り制御手段と、該絞り制御手段の絞り量を手動で変更するための手動絞り操作手段
と、自動絞り制御中に前記絞り量を手動絞り操作できるようにするための絞り固定スイッ
チとを有する撮影装置において、前記手動絞り操作手段の操作量を検出する検出手段と、
撮影画像の露光情報を監視する監視手段と、前記自動絞り制御中に前記絞り固定スイッチ
の操作がなされた又は前記検出手段により前記絞り操作手段が所定操作量以上の操作がな
されたことが検出された場合に、前記自動絞り制御を終了して前記絞り量に対する前記手
動絞り操作を可能とし、前記自動絞り制御から前記手動絞り操作に移行後に前記絞り固定
スイッチが操作されたことが検出された又は所定の期間内に前記監視手段により露光量変
化が検出されず且つ手動絞り操作がされていないと判断された場合に、前記自動絞り制御
を再開する制御手段と、を備えることにある。
【００１０】
　また、本発明に係る交換レンズ式撮影装置の技術的特徴は、撮影装置本体に対し交換可
能なレンズユニットを有し、該レンズユニットは露光量を制御するための絞り制御手段と
、該絞り制御手段の絞り量を手動で変更するための手動絞り操作手段とを有し、自動絞り
制御中に前記絞り量を手動絞り操作できるようにするための絞り固定スイッチを前記撮影
装置本体に備えた交換レンズ式撮影装置において、前記手動絞り操作手段の操作量を検出
する検出手段と、撮影画像の露光情報を監視する監視手段と、前記自動絞り制御中に前記
絞り固定スイッチの操作がなされた又は前記検出手段により前記絞り操作手段が所定操作
量以上の操作がなされたことが検出された場合に、前記自動絞り制御を終了して前記絞り
量に対する手動絞り操作を可能とし、前記自動絞り制御から前記手動絞り操作に移行後に
前記絞り固定スイッチが操作されたことが検出された又は所定の期間内に前記監視手段に
より露光量変化が検出されず且つ手動絞り操作がされていないと判断された場合に、前記
自動絞り制御を再開する制御手段と、を備えることにある。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る撮影装置及び交換レンズ式撮影装置によれば、自動絞り制御から手動絞り
操作への移行を絞り操作手段を操作することで簡単に実施できる。これにより、自動絞り
制御では追従できないような急峻な撮影シーンの変化時など、撮影者が意図的に手動絞り
操作を行いたい場合に、瞬時に手動絞り操作に移行できるようになる。
【００１２】
　また、手動絞り操作への移行後もスイッチ操作や露光量変化の結果により、容易に自動
絞り制御を再開することが可能であるため、操作性が向上する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明を図示の実施例に基づいて詳細に説明する。
【実施例１】
【００１４】
　図１は実施例の撮影装置のブロック回路構成図である。光軸上に、固定の前玉レンズ群
１、移動可能のズームレンズ群２、絞り３、固定レンズ群４、移動可能のフォーカスレン
ズ群５、ＣＣＤセンサやＣＭＯＳセンサなどから成る撮像素子６が順次に配列されている
。
【００１５】
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　撮像素子６の出力は撮影画像として映像信号処理回路７を介して、ＣＰＵ８に接続され
ると共に、ＶＴＲ出力として外部機器や液晶ファインダなどの表示機器に出力されている
。ＣＰＵ８には、絞り操作リング９の出力がエンコーダ１０、信号処理回路１１を介して
接続され、また撮影モード切換スイッチ１２、絞り固定スイッチ１３の出力が接続されて
いる。ＣＰＵ８の出力は駆動回路１４を経てＤＣモータやステッピングモータ等から成る
アクチュエータ１５に接続され、アクチュエータ１５は絞り３を駆動するようにされてい
る。
【００１６】
　撮影時に、撮像素子６で検出された映像信号は映像信号処理回路７に送られ、映像信号
処理回路７では映像信号に対して、所定の増幅やガンマ補正などを施され、表示機器に出
力される。
【００１７】
　絞り値を手動で変更するための絞り操作リング９はリング形状とされているが、ボタン
やダイアル形状でもよい。この絞り操作リング９が操作されると、操作量に対応する信号
がエンコーダ１０から出力され、信号処理回路１１で変換されＣＰＵ８に入力される。信
号処理回路１１は増幅器やレベル変換回路等の処理回路であり、操作量に比例したアナロ
グ値やパルス出力を生成し、ＣＰＵ８が読み取ることができる信号に変換する。ＣＰＵ８
では、映像信号処理回路７から露光量情報を入手し、絞り３が所望の絞り値となるように
駆動回路１４に駆動信号を送信し、アクチュエータ１５により絞り３を駆動する。
【００１８】
　モード切換スイッチ１２は自動モードやＡＶモード、手動モードなど、撮影モードを切
換える撮影者によって操作される。自動絞りの制御中に、絞り固定スイッチ１３が操作さ
れると強制的に絞り値が固定され、その後に操作者が絞り操作リング９を操作することで
絞り値を変更することができる。
【００１９】
　図２は絞り操作についての動作フローチャート図である。
【００２０】
　（ステップＳ１１）絞り制御が自動絞り制御であるか否かの判定を行う。例えば、撮影
モードが自動モードである場合には、全ての機能が自動制御されているため、絞り３も自
動絞り制御とされ、ステップＳ１２に進む。また、手動モードの場合には、全ての機能が
手動制御となっている。
【００２１】
　（ステップＳ１２）絞り操作リング９の操作がされるまで待ち、操作された場合には次
のステップＳ１３に進む。
【００２２】
　（ステップＳ１３）自動絞り動作中に誤って絞り操作リング９に触れた場合に誤検出し
ないための処理であり、絞り操作リング９の操作量が所定操作量以上に操作されたかの判
定を行う。つまり、操作量が閾値Ｔｈ以上に操作された場合には、撮影者が絞り３を操作
する意思があると判断し、ステップＳ１４に進む。
【００２３】
　図３は自動絞り制御から手動絞り操作に移行するための条件を示している。横軸は時間
、縦軸は絞り操作リング９の累積変化量を示している。例えば、被写体に向かって右回転
方向へのリング操作は縦軸のプラス方向への累積、左回転方向へのリング操作はマイナス
方向への累積と考える。
【００２４】
　時間Ｔ０～Ｔ１の期間中は、絞り操作リング９の累積変化量（具体的には回転角）は所
定閾値Ｔｈ以内であるため、ＣＰＵ８は自動絞り制御を行っている。時間Ｔ１以降では、
閾値Ｔｈを超えた累積変化量が検出されたため、手動絞り操作に移行することになる。な
お、絞り開放から閉じ切りまでの操作回転角は、一般に５０～６０度程度であり、適切な
閾値Ｔｈは２～３度である。
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【００２５】
　（ステップＳ１４）手動絞り操作に移行し絞り値を固定する。固定する絞り値は、露光
量の極端な変化をなくすため、自動絞り制御中の最後に設定された絞り値が望ましい。Ｃ
ＰＵ８は絞り値を固定するために、駆動回路１４は駆動信号を出力しアクチュエータ１５
を駆動する。
【００２６】
　（ステップＳ１５）絞り操作リング９が再度操作されたかの判定を行い、操作を検出し
た場合にはステップＳ１６に進む。
【００２７】
　（ステップＳ１６）絞り操作リング９の操作量に基づいて、絞り３の駆動を行う。この
際に、絞り込む方向に駆動するか、或いは開放の方向に駆動するかは、絞り操作リング９
の回転方向によって決定される。
【００２８】
　（ステップＳ１７）絞り固定スイッチ１３が操作されたか否かの検出を行う。操作され
ていなければステップＳ１５に戻り、手動絞り操作の動作を繰り返し行う。絞り固定スイ
ッチ１３が操作された場合には次のステップＳ１８に進む。
【００２９】
　（ステップＳ１８）自動絞り制御を再開する。この動作フローチャート図から分かるよ
うに、ここでの絞り固定スイッチ１３は、通常の絞り値を固定するためのスイッチと、絞
り固定解除つまり自動絞り制御再開を行うための操作スイッチを兼ねている。
【００３０】
　ＣＰＵ８では上述した処理を繰り返し行う。これにより、撮影者は容易に手動絞り操作
に切換えることができ、使い勝手が向上する。
【００３１】
　図４は露光情報を監視し、自動絞り制御を再開する場合の動作フローチャート図である
。ステップＳ２１～Ｓ２６については、前述した図２のステップＳ１１～Ｓ１６と同様で
ある。
【００３２】
　（ステップＳ２７）自動絞り制御から手動絞り操作に移行した後に、ＣＰＵ８は撮像素
子６で得られた映像信号から映像信号処理回路７で抽出されて送られてくる露光情報を監
視し、露光量変化があるか否かの判定を行う。例えば、１０秒の所定時間の間、露光量変
化がない場合には次のステップＳ２８に進み、露光量変化がある場合には手動絞り操作を
継続する。
【００３３】
　図５は露光量の時間経過を示し、Ｔａ～Ｔｂは自動絞り制御の期間である。時間Ｔｂは
図２のステップＳ１３、Ｓ１４と同様に、ステップＳ２３、Ｓ２４における手動絞り操作
への切換点である。したがって、期間Ｔｂ～Ｔｄまでは手動絞り操作が行われる。ここで
、Ｔｃ～Ｔｄの期間内に露光量の変化がない、つまりステップＳ２７で撮影者が絞り操作
リング９による絞り操作を終えたと考えることができる。
【００３４】
　（ステップＳ２８）時間Ｔｄ以降は自動絞り制御を再開する。
【００３５】
　更に、絞り操作リング９の操作量検出を併用し、露光量変化がない、かつ絞り操作リン
グ９の操作がない場合に自動絞り制御を再開するようにすれば、被写体の輝度に影響され
ることなく、良好な自動絞り制御の再起動動作を実現することも可能である。
【００３６】
　かくすることにより、撮影者が容易に自動と手動の絞り制御を切換えて利用することが
でき、操作性を向上させると共に、急峻な光量変化にも十分に対応することが可能となる
。
【実施例２】
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【００３７】
　図６は実施例２の交換レンズ式撮影装置のブロック回路構成図である。図１の実施例１
と同一の符号は同一の部材を示しており、撮影装置本体であるカメラユニットに対してレ
ンズユニットが交換可能とされている。
【００３８】
　レンズ群１、２、４、５、絞り３はレンズユニット側に設けられ、撮像素子６はカメラ
ユニット側に設けられている。また、実施例１のＣＰＵ８はレンズユニット側のレンズＣ
ＰＵ２１とカメラユニット側のカメラＣＰＵ２２に分けられている。信号処理回路１１、
駆動回路１４はレンズＣＰＵ２１に接続されている。映像信号処理回路７の出力はカメラ
ＣＰＵ２２に接続され、モード切換スイッチ１２、絞り固定スイッチ１３の出力はカメラ
ＣＰＵ２２に接続されている。レンズＣＰＵ２１からカメラＣＰＵ２２ヘの情報は通信ラ
イン２３を介して送られ、カメラＣＰＵ２２からレンズＣＰＵ２１ヘの情報は通信ライン
２４を介して送られるようになっている。
【００３９】
　カメラＣＰＵ２２では、映像信号処理回路７から露光量情報を入手し、通信ライン２４
を介してレンズＣＰＵ２１に送信する。レンズＣＰＵ２１は受信した露光量情報を基に、
絞り３が所望の絞り値となるように駆動回路１４に駆動信号を送信する。レンズＣＰＵ２
１からカメラＣＰＵ２２に対して、絞り固定要求などの各種制御情報を通信ライン２３を
介して送信する。これらの通信方式はクロック同期式や調歩同期式、無線通信などがあり
、その方法は任意である。
【００４０】
　図７はカメラＣＰＵ２２の動作フローチャート図である。
【００４１】
　（ステップＳ３１）絞り制御が自動絞り制御であるか否かの判定を行い、自動絞り制御
中である場合にはステップＳ３２に進む。
【００４２】
　（ステップＳ３２）レンズＣＰＵ２１に自動絞り制御中であることを示すステータス情
報を送信する。
【００４３】
　（ステップＳ３３）レンズＣＰＵ２１から絞り固定要求が受信されたか否かの判定を行
う。受信していなければステップＳ３１に戻り、受信された場合にはステップＳ３４に移
行する。
【００４４】
　（ステップＳ３４）手動絞り操作モードに切換え、絞り値を固定する。ただし、実際の
絞り制御はレンズユニットで行う。したがって、カメラユニットでは絞り値を表示するな
どの処理を行う。
【００４５】
　（ステップＳ３５）絞り固定スイッチ１３が操作されたか否かの検出を行う。操作され
ていなければステップＳ３４を繰り返し、手動絞り操作の動作を行う。絞り固定スイッチ
１３が操作された場合には、次のステップＳ３６に進む。
【００４６】
　（ステップＳ３６）絞り固定制解除情報、つまり手動絞り操作終了情報をレンズＣＰＵ
２１に送信して、次のステップに移る。
【００４７】
　（ステップＳ３７）自動絞り制御を再開する。カメラＣＰＵ２２はこれら一連の処理を
繰り返し行い、自動絞り制御と手動絞り操作の判定を行う。
【００４８】
　図８はレンズＣＰＵ２１の動作フローチャート図である。
【００４９】
　（ステップＳ４１）レンズＣＰＵ２１は前述した図７のステップＳ３２において送信さ
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れたステータス情報を受信し、自動絞り制御中であるか否かの判定を行う。自動絞り制御
中である場合にはステップＳ４２に進む。
【００５０】
　（ステップＳ４２）絞り操作リング９の操作がされるまで待ち、操作された場合には次
のステップＳ４３に進む。
【００５１】
　（ステップＳ４３）ステップＳ４２で操作された操作量が閾値Ｔｈ以上であるかの判定
を行う。操作量≧Ｔｈである場合には、ステップＳ４４に進む。
【００５２】
　（ステップＳ４４）通信ライン２３を介して、カメラＣＰＵ２２に対し絞り固定要求、
つまり手動絞り操作への移行要求を送信する。
【００５３】
　（ステップＳ４５）手動絞り操作に移行し、絞り値を固定する。固定する絞り値は、露
光量の極端な変化をなくすため、自動絞り制御中の最後に設定された絞り値が望ましい。
レンズＣＰＵ２１は絞り値を固定するために駆動回路１４は駆動信号を出力し、アクチュ
エータ１５を駆動させる。
【００５４】
　（ステップＳ４６）絞り操作リング９が、再度操作されたかの判定を行う。操作を検出
した場合にはステップＳ４７に進む。
【００５５】
　（ステップＳ４７）絞り操作リング９の操作量に基づいて、絞り３の駆動を行う。
【００５６】
　（ステップＳ４８）カメラＣＰＵ２２から絞り固定解除情報を受信したかを判定し、受
信した場合には自動絞り制御を再開するため、ステップＳ４１に戻る。受信していなけれ
ばステップＳ４６に戻り、手動絞り操作を引き続き行う。
【００５７】
　図９は露光情報を監視し、自動絞り制御を再開する場合の動作フローチャート図である
。ステップＳ５１～Ｓ５４については、前述した図７のステップＳ３１～Ｓ３４と同様で
ある。
【００５８】
　（ステップＳ５５）自動絞り制御から手動絞り操作に移行した後に、カメラＣＰＵ２２
は映像信号処理回路７から送られてくる露光情報を監視し、露光量変化があるか否かの判
定を行う。露光量変化がない場合には次のステップＳ５６に進み、変化がある場合には手
動絞り操作を継続するため、絞り固定解除通信は行わない。
【００５９】
　（ステップＳ５６）例えば１０秒の所定時間の間、露光量変化がない、つまり撮影者が
絞り操作を終了したと判断したとき、絞り固定制解除情報、つまり手動絞り操作終了情報
をレンズＣＰＵ２１に送信して、次のステップに移行する。
【００６０】
　（ステップＳ５７）自動絞り制御を再開する。
【００６１】
　レンズＣＰＵ２１、カメラＣＰＵ２２はそれぞれ上述した処理を行うことで、撮影者は
容易に絞り制御の自動／手動を切換えることができ、操作性が向上する。
【図面の簡単な説明】
【００６２】
【図１】実施例１のブロック回路構成図である。
【図２】動作フローチャート図である。
【図３】絞り操作リングの操作量の説明図である。
【図４】動作フローチャート図である。
【図５】露光情報の説明図である。
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【図６】実施例２のブロック回路構成図である。
【図７】動作フローチャート図である。
【図８】動作フローチャート図である。
【図９】動作フローチャート図である。
【符号の説明】
【００６３】
　３　絞り
　６　撮像素子
　７　映像信号処理回路
　８　ＣＰＵ
　９　絞り操作リング
　１０　エンコーダ
　１１　信号処理回路
　１２　撮影モード切換スイッチ
　１３　絞り固定スイッチ
　１４　駆動回路
　１５　アクチュエータ
　２１　レンズＣＰＵ
　２２　カメラＣＰＵ

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】
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